
(  )

研

究

所

彙

報

一

二
〇
一
四
年
度
研
究
所
・
所
員
æ
μ
Ä

教

授

浅

野

富
美
枝
（
家
族
社
会
学
・
´
6
ï
¼
ú
論
）

准
教
授

市
野
澤

潤

平
（
文
化
人
類
学
）

教

授

今

林

直

樹
（
社
会
学
・
政
治
学
）

教

授

井

上

研
一
郎
（
近
世
美
術
史
）

教

授

菊

池

勇

夫
（
日
本
近
世
史
）

准
教
授

木

村

春

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教

授

九

里

順

子
（
日
本
近
代
文
学
）

教

授

松

浦

光

和
（
心
理
学
）

教

授

森

雅

彦
（
西
洋
美
術
史
）

教

授


(

(
Þ
æ
μ
（
日
本
文
化
論
）

教

授

大

平

聡
（
日
本
古
代
史
）

教

授

新

免

貢
（
宗
教
学
）

准
教
授

杉

井

信
（
社
会
人
類
学
）



(  )

教

授

高

田

紀
代
志
（
科
学
史
・
科
学
論
）

教

授

田

中

一

裕
（
生
態
学
）

教

授

土

屋

純
（
地
理
学
）

教

授

豊

澤

弘

伸
（
国
語
教
育
）

教

授

八

木

祐

子
（
文
化
人
類
学
）

教

授

吉

村

典

子
（
西
洋
建
築
Ã
²
Ÿ
ï
史
）

客

員

研
究
員

阿

部

隆
（
日
本
女
子
大
学
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員

一

条

孝

子
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
¨
9
æ
›
¦
¡
ï
·
æ
ï
«
論
）

客

員

研
究
員

今

高

義

也
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
思
想
史
）

客

員

研
究
員

岩

川

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
Ñ
å
ï
μ
語
学
・
文
学
）

客

員

研
究
員

遠

藤

~
h
Œ
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
日
本
古
代
史
）

客

員

研
究
員

犬

飼

公

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

石

泰

夫
（
盛
岡
大
学
教
授
・
日
本
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

迫

章

史
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政

学
）

客

員

研
究
員

木

曽

恵

子
（
東
北
学
院
大
学
I
Š
r
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
»
Ÿ
地
域
研
究
・
´

6
ï
¼
ú
研
究
）



(  )

客

員

研
究
員

後

藤

純

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
Ÿ
ï
Å
学
・
宗
教
学
）

客

員

研
究
員

後

藤

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客

員

研
究
員

佐
々
木

民

夫
（
岩
手
県
立
大
学
教
授
・
日
本
文
学
）

客

員

研
究
員

澤

田

美

和
（
仙
台
市
経
済
局
国
際
Ó
é
Þ
ú
³
;
ï
課
・
Ñ
å
ï
μ
行
政
論
）

客

員

研
究
員

妹

尾

哲

志
（
専
修
大
学
法
学
部
准
教
授
・
政
治
史
）

客

員

研
究
員

高

橋

泉
（
仙
台
白
百
合
大
学
教
授
・
文
化
人
類
学
）

客

員

研
究
員

富

永

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
›
Ñ
æ
¦
・
Ÿ
ï
Å
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員

中

村

忠

生
（
兵
庫
県
立
西
宮
香
風
高
等
学
校
教
諭
・
教
育
心
理
学
）

客

員

研
究
員

丸

山

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

客

員

研
究
員

豊

山

亜

希
（
国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員
・
東
›
´
›
美
術
史
）

客

員

研
究
員

割

田

聖

史
（
青
山
学
院
大
学
准
教
授
・
西
洋
史
）

二

共
同
研
究
j
c
C
e

本
年
度
m
共
同
研
究
m
Â
ú
Ú
n
次
m
通
Œ
f
A
‘
&

「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」

「
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
m
受
容
g
変
容
」



(  )

「
家
族
文
化
m
総
合
的
研
究
」

共
同
研
究
m
成
果
g
V
e
%
次
m
冊
子
K
刊
行
T
’
^
&

『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』


『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
№


三

二
〇
一
四
年
度
研
究
所
活
動
報
告

公
開
講
演
会

二
〇
一
五
年
一
月
一
九
日
（
月
）
午
後
五
時
一
〇
分
Š
Œ
午
後
六
時
三
〇
分
（
＝
本
学
第
二
講
義
館
三
階

三
〇
一
第
二
視
聴
覚
教

室
）

「
沈
‚
太
陽
g
死
者
m
世
界
―
Ÿ
ï
Å
最
古
m
讃
歌
集
『
æ
«
ð
6
ú
¼
』
Š
Œ
―
」

講
師

後

藤

敏

文
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
%
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
〇
一
五
年
三
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
五
時
（
＝
本
学
第
二
講
義
館
三
階

三
〇
一
第
二
視
聴
覚
教
室
）

「
古
代
史
³
ï
Ù
´
¡
Ü

「
井
上
廃
后
事
件
」
J
‹
~
‘
光
仁
朝
―
「
奈
良
」
m
終
焉
・
「
平
安
」
m
胚
胎
―
」

基
調
講
演
〈
「
井
上
廃
后
事
件
」
g
光
仁
朝
〉

講
師

榎

村

寛

之
（
三
重
県
立
斎
宮
歴
史
博
物
館
学
芸
普
及
課
長
）



(  )

公
開
公
演

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
三
日
（
木
）
午
後
五
時
一
〇
分
Š
Œ
七
時
（
＝
本
学
音
楽
館
Ë
ï
·
ï
記
念
×
ú
ç
）

「
è
ª
½
9
ú
公
演

琉
球
舞
踊
m
世
界
―
「
祈
‘
」
身
体
m
心
g
形
―
」

講
師

波

照

間

永

子
（
明
治
大
学
准
教
授
）

公
演
者

志

田

真

木
（
琉
球
舞
踊
重
踊
流
二
世
宗
家
）

共
催

本
学
音
楽
科

公
開
研
究
会

二
〇
一
四
年
四
月
一
九
日
（
土
）
午
後
二
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
画
所
解
˜
読
~
解
N
」

報
告
者

徳

竹

亜

紀

子
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
専
門
研
究
員
）

二
○
一
四
年
六
月
一
九
日
（
木
）
午
後
五
時
Š
Œ
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
合
評
会

大
平
聡
著
『
聖
徳
太
子
―
倭
国
m
「
大
国
」
化
˜
j
i
.
^
皇
子
』
（
日
本
史
æ
Ò
è
8
Ä

山
川
出
版
社
）」

評
者

遠

藤

~

h

Œ
（
本
研
究
所
客
員
研
究
員
%
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

I
Š
r
参
加
者
J
‹
m
読
後
感
・
質
問
等

二
○
一
四
年
一
〇
月
九
日
（
木
）
午
後
三
時
四
○
分
Š
Œ
午
後
六
時
三
〇
分
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
譲
国
儀
m
成
立
」

報
告
者

遠

藤

~

h

Œ
（
本
研
究
所
客
員
研
究
員
%
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）



(  )

〈
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
〉

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
〇
一
四
年
一
〇
月
四
日
（
土
）
午
前
一
一
時
三
〇
分
Š
Œ
午
後
十
二
時
四
五
分
（
本
学
講
義
館
二
階

二
〇
三
教
室
）

「
海
外
観
光
地
˜
支
G
‘
日
本
人
―
›
´
›
諸
国
m
観
光
業
界
f
働
N
日
本
人
m
仕
事
g
人
生
―
」

「
世
界
一
m
Ï
ú
½
f
偶
然
働
N
―
Ñ
4
æ
Ð
ï
・
Ø
¡
¦
Ÿ
島
m
日
本
人
観
光
産
業
従
事
者
^
`
―
」

報
告
者

東

賢

太

朗
（
名
古
屋
大
学
准
教
授
）

「
日
本
g
中
国
˜
c
i
O
―
中
国
広
州
市
m
日
系
旅
行
会
社
f
働
N
―
」

報
告
者

田

中

孝

枝
（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

「
趣
味
m
延
長


遊
r
˜
仕
事
j


―
»
Ÿ
・
Ó
ú
¬
8
Ä
島
m
¼
Ÿ
Ï
ï
«
・
§
Ÿ
Å
―
」

報
告
者

市

野

澤

潤

平
（
本
学
国
際
文
化
学
科
准
教
授
）

共
催

本
学
国
際
文
化
学
科
（
開
設
二
五
周
年
記
念
）

公
開
研
究
会

二
○
一
四
年
七
月
一
四
日
（
月
）
午
後
五
時
一
〇
分
Š
Œ
午
後
六
時
三
〇
分
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
東
北
»
Ÿ
農
村
j
I
P
‘
女
性
血
縁
É
8
Ä
ë
ú
ª
―
労
働
g
¬
›
˜
ƒ
O
.
e
―
」

報
告
者

木

曽

恵

子
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

共
催

日
本
文
化
人
類
学
会
東
北
地
区
研
究
懇
談
会

二
〇
一
五
年
一
月
三
一
日
（
土
）
午
後
二
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）



(  )

「
東
北
»
Ÿ
m
技
芸
˜
ƒ
O
‘
職
業
化
―
焼
物
職
人
%
芸
能
者
m
実
践
J
‹
―
」

「
焼
物
職
人
m
誕
生
―
東
北
»
Ÿ
j
I
P
‘
焼
物
m
産
地
形
成
J
‹
―
」

報
告
者

中

村

真

里

絵
（
国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員
%
岡
山
理
科
大
学
他
非
常
勤
講
師
）

「
Ú
Ÿ
ª
n
鍬
Š
Œ
„
強
V
―
東
北
»
Ÿ
農
村
社
会
m
Þ
ú
å
Ü
芸
能
j
~
‘
雇
用
創
出
―
」

報
告
者

平

田

晶

子
（
神
田
外
語
大
学
非
常
勤
講
師
%
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
博
士
後
期
）

四

所
員
消
息
（
二
〇
一
四
年
四
月
―
二
〇
一
五
年
三
月
）

浅

野

富
美
枝

教
授

論
文
「
女
性
g
日
本
国
憲
法
」
『
›
μ
Í
å
』
六
四
号
（
¹
Ê
企
画
%
二
〇
一
四
年
八
月
）
所
収

論
文
「
大
震
災
J
‹
戦
後
七
〇
年
˜
t
Œ
J
G
‘
」
『
›
μ
Í
å
』
六
五
号
（
¹
Ê
企
画
%
二
〇
一
五
年
一
月
）
所
収

講
演
「
防
災
・
復
興
g
男
女
共
同
参
画
」
Ÿ
¯
ú
ç
É
8
Ä
仙
台
主
催

女
性
m
^
ƒ
m
防
災
æ
ú
¼
ú
養
成
講
座
二
〇
一
四
年
五

月
二
七
日
）

「
東
日
本
大
震
災
後
m
男
女
共
同
参
画
」
気
仙
沼
市
主
催
（
二
〇
一
四
年
七
月
二
九
日
）

「
防
災
・
復
興
g
男
女
共
同
参
画
」
登
米
市
・
Ÿ
¯
ú
ç
É
8
Ä
仙
台
主
催

女
性
防
災
æ
ú
¼
ú
養
成
講
座
二
〇
一
四
年
九

月
一
七
日
）

「
性
同
一
性
障
害
˜
抱
G
‘
児
童
生
徒
j
対
X
‘
学
校
m
対
応
m
A
Œ
方
g
n
」
宮
城
県
教
育
委
員
会
主
催

二
〇
一
四
年
度

性
教
育
指
導
者
研
修
会
（
二
〇
一
五
年
一
月
一
六
日
）



(  )

「
防
災
・
減
災
g
男
女
共
同
参
画
～
•
^
V
^
`
K
伝
G
^
C
R
g
～
」
Ÿ
¯
ú
ç
É
8
Ä
仙
台
主
催

国
連
防
災
世
界
会
議

Í
Ò
æ
8
ª
Ñ
7
ú
å
Ü
・
³
ï
Ù
´
¡
Ü
¯
ú
Ã
4
É
ú
»
ú
（
二
〇
一
五
年
三
月
一
五
日
）

他

市
野
澤

潤

平

准
教
授

共
編
著
『
æ
μ
ª
m
人
類
学

不
確
実
i
世
界
˜
生
L
‘
』
（
世
界
思
想
社
%
二
〇
一
四
年
五
月
）

解
説
「
観
光
立
国
g
V
e
m
»
Ÿ
／
性
産
業
」
（
綾
部
真
雄
（
編
）
『
»
Ÿ
˜
知
‘
^
ƒ
m
七
二
章
』
%
明
石
書
店
%
二
〇
一
四
年
七

月
）

解
説
「
「
宮
城
学
院
女
子
大
学
æ
£
º
ï
・
›
ª
³
;
ï
・
·
ï
»
ú
（M

G
L

A
C

）
m
役
割
g
課
題

災
害
復
興
Ø
å
ï
Â
4
›

（
被
災
児
童
支
援
）
˜
中
心
j
」
（
『
私
学
経
営
』
四
七
四
号
%
公
益
社
団
法
人
私
学
経
営
研
究
会
%
二
〇
一
四
年
八
月
）

³
ï
Ù
´
¡
Ü
「
¼
ú
ª
À
ú
æ
¶
Ü
g
C
E
問
C
」
立
命
館
大
学
衣
笠
¨
9
ï
Í
μ
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
六
日
）

学
会
報
告
「
楽
園
m
¯
ï
³
6
ç
´
:
Ó
ú
¬
8
Ä
m
日
系
¼
Ÿ
Ï
ï
«
・
§
Ÿ
Å
m
事
例
j
~
‘
「
楽
園
」
m
裏
側
」
日
本
文

化
人
類
学
会
第
四
八
回
研
究
大
会
・
幕
張
Ý
8
·
（
二
〇
一
四
年
五
月
一
八
日
）

調
査
「
Ñ
4
æ
Ð
ï
m
台
風
被
災
地
j
I
P
‘
¼
Ÿ
Ï
ï
«
観
光
業
j
J
J
•
‘
現
地
調
査
」
（
Ñ
4
æ
Ð
ï
%
二
〇
一
四
年
四
月

一
一
日
～
一
八
日
）

調
査
「
»
Ÿ
j
I
P
‘
政
治
動
乱
m
国
際
Ÿ
ï
Ì
¡
ï
Å
観
光
w
m
影
響
j
J
™
X
‘
現
地
調
査
」
（
»
Ÿ
%
二
〇
一
四
年
八
月
八

日
～
二
五
日
）

調
査
「
»
Ÿ
j
I
P
‘
¼
Ÿ
Ï
ï
«
観
光
j
関
•
‘
現
地
調
査
」
（
»
Ÿ
%
二
〇
一
四
年
九
月
二
日
～
一
七
日
）



(  )

調
査
「
»
Ÿ
j
I
P
‘
災
害
復
興
j
関
•
‘
現
地
調
査
」（
»
Ÿ
%
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
～
一
一
月
九
日
）

調
査
「
»
Ÿ
j
I
P
‘
¼
Ÿ
Ï
ï
«
観
光
j
関
•
‘
現
地
調
査
」
（
»
Ÿ
%
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
二
日
～
二
〇
一
五
年
一
月
一
二

日
）

今

林

直

樹

教
授

研
究
Ê
ú
Ä
「
筑
後
洋
画
ˆ
J
Œ
m
地
˜
訪
l
e
―
青
木
繁
g
坂
本
繁
二
郎
˜
中
心
j
―
」
『
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』

一
一
九
号
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
）

研
究
Ê
ú
Ä
「
八
重
山
諸
島
m
歴
史
g
文
化
―
石
垣
島
g
竹
富
島
˜
中
心
j
―
」
『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』
二
十
三
号
（
二
〇
一
五
年

三
月
）

論
文
「
坂
本
繁
二
郎
m
Ñ
å
ï
μ
体
験
―
一
九
二
〇
年
代
j
I
P
‘
日
仏
文
化
交
流
史
―
」
『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』
第
二
十
四
号

（
二
〇
一
五
年
三
月
）

菊

池

勇

夫

教
授

論
文
「
飢
饉
g
災
害
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
第

巻
近
世

%
岩
波
書
店
%
二
〇
一
四
年
一
一
月
）

論
文
「
蝦
夷
地
m
i
J
m
「
日
本
」
m
神
仏
―
¡
μ
善
光
寺
g
義
経
物
語
˜
中
心
j
―
」
（
『
日
本
史
m
Ñ
é
ï
Â
4
›
』

%
法
政

大
学
出
版
局
%
二
〇
一
五
年
一
月
）

論
文
「
天
保
飢
饉
g
備
荒
貯
蓄
―
秋
田
藩
m
場
合
」（
宮
城
学
院
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
%
二
〇
一
五
年
三
月
）

小
論
文
「
安
政
七
年
m
野
火
証
文
―
嶽
山
・
御
林
・
里
山
m
野
火
禁
止
」（
『
平
成


年
度
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落
調
査
研
究
概
報
』

一
関
市
博
物
館
%
二
〇
一
四
年
三
月
）
＊
平
成

年
度
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落
調
査
研
究
報
告
会
%
二
〇
一
三
年
三
月
八
日
%



(  )

一
関
市
生
活
改
善
·
ï
»
ú
（
若
井
原
）

講
演
要
旨
「
地
方
・
地
域
・
郷
土
˜
意
識
V
e
」
（
『
地
方
史
研
究
』
第
三
七
〇
号
%
地
方
史
研
究
協
議
会
%
二
〇
一
四
年
八
月

＊

第
五
五
回
日
本
史
関
係
卒
業
論
文
発
表
会
特
別
講
座
%
二
〇
一
四
年
四
月
一
九
日
%
大
正
大
学

小
論
文
「
ª
Ç
¯
Ä
Ì
m
生
活
世
界
」（
『
菅
江
真
澄
%
旅
m
}
i
U
V
』
%
秋
田
県
立
博
物
館
%
二
〇
一
四
年
九
月
）

小
論
文
「
義
経
m
「
粟
m
借
用
証
文
」」
（
『
日
本
歴
史
』
第
八
〇
〇
号
%
吉
川
弘
文
館
%
二
〇
一
五
年
一
月
）

科
研
費
報
告
書
『
東
北
地
方
m
天
保
m
飢
饉
˜
中
心
g
V
^
非
常
態
g
飢
饉
m
記
憶
j
関
X
‘
研
究
』
（
二
〇
一
二
年
度
～
二
〇
一

四
年
度
%
科
学
研
究
助
成
事
業
〈
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
〉
基
盤
研
究
（

）
%
二
〇
一
五
年
三
月
）

小
論
文
「
近
世
東
北
m
飢
饉
」（
『
歴
史
地
理
教
育
』
二
〇
一
五
年
三
月
増
刊
号
八
三
二
号
%
歴
史
教
育
者
協
議
会
%
二
〇
一
五
年
三

月
）

講
義
「
広
瀬
川
上
流
域
m
近
世
災
害
史
―
村
民
^
`
n
自
然
g
h
E
向
L
合
.
^
J
―
」
（
第

回
仙
台
市
史
講
座
%
主
催

仙
台

市
博
物
館
%
会
場

大
沢
市
民
·
ï
»
ú
%
二
〇
一
四
年
七
月
一
二
日
）

講
義
「
天
保
m
秋
田
藩
飢
饉
g
備
荒
対
策
」
（
A
L
^
t
‘
T
g
講
座
%
主
催

秋
田
県
生
涯
学
習
推
進
本
部
・
秋
田
県
教
育
委
員

会
%
会
場

秋
田
県
生
涯
学
習
·
ï
»
ú
%
二
〇
一
四
年
九
月
二
七
日
）

講
義
「
天
譴
・
天
罰
論
˜
ƒ
O
.
e
」
（
主
催

安
藤
昌
益
g
千
住
宿
m
関
係
˜
調
x
‘
会
%
会
場

東
京
芸
術
·
ï
»
ú
第
一
会

議
室
%
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日
）

報
告
「
南
部
藩
・
仙
台
藩
j
I
P
‘
名
子
制
（
解
体
・
存
続
）
g
刈
分
小
作
―
凶
作
・
飢
饉
w
m
対
応
˜
意
識
V
e
」
（
総
合
地
球

環
境
研
究
所
・
気
候
適
応
史
Ó
é
´
6
ª
Ä
%
高
分
解
能
古
気
候
学
g
歴
史
・
考
古
学
m
連
携
j
Š
‘
気
候
変
動
j
強
C
社
会



( ? )

³
μ
Â
Ü
m
探
索
%
東
北
大
学
東
京
分
室
会
議
室

%
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
六
日
）

木

村

春

美

宮
城
学
院
女
子
大
学

准
教
授

論
文

K
im

ura,H
.
(2014

),E
stablishing

group
autonom

y
through

self access
center

learning
experiences,Studies

in
Self A

ccess
L

earning
Journal,

5
(2

),
82

97.

書
評

Jacobs,G
.M

.,&
H

arum
i,K

.
(2014

).C
riticalE

L
T

in
action:F

oundations,prom
ises,praxis.L

anguage
E

du-

cation
in

A
sia,

5
(1

),
170

177.

報
告

H
ayashi,

B
.,

K
im

ura,
H

.,
K

um
agai,

H
.,

M
orris,

J.
F

.,
&

T
ashim

a,
Y

.
(2014

).
T

he
bridge

for
tom

orrow
:

M
iyagiG

akuin
and

the
K

A
K

E
H

A
SH

I
P

roject.
B

ulletin
of

M
iyagi

G
akuin

W
om

en's
U

niversity,
118,

69
89.

九

里

順

子

教
授

論
文
「
北
園
克
衛
m
句
観
―
―
『
風
流
陣
』
˜
中
心
j
―
―
」
（
『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
四
九
号

二
〇
一
四
年
七
月
）

論
文
「
暮
鳥
m
〈
青
空
〉
―
―
風
景
m
中
m
詩
人
―
―
」（
『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』
二
四
号

二
〇
一
五
年
三
月
）

論
文
「
北
園
克
衛
m
句
作
―
―
犀
星
評
価
˜
視
座
g
V
e
―
―
」
（
『
研
究
年
報
』
四
八
号

二
〇
一
五
年
三
月
）

俳
句
「
青
葉
風
」（
『
河
北
新
報
』
二
〇
一
四
年
五
月
一
八
日
）

俳
句
「
太
陽
m
扉
」
（
『
里
』
一
三
九
号

二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

俳
句
「
心
i
L
窗
」
（
¡
6
Ò
俳
句
Ú
§
´
ï
『
週
刊
俳
句
』
三
七
四
号

二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
）

随
筆
「
見
Z
‘
R
g
%
隠
X
R
g
&」
（
『
鬣
』
五
三
号

二
〇
一
四
年
一
一
月
）

随
筆
「
一
九
七
二
年
m
T
r
V
T
」
（
『
鬣
』
五
四
号

二
〇
一
五
年
二
月
）



( @ )

随
筆
「
狛
犬
m
道
」
（
『
路
上
』
一
三
一
号

二
〇
一
五
年
三
月
）

生
涯
学
習
講
座
「
歌
人
・
与
謝
野
晶
子
―
―
『
~
_
’
髪
』
˜
中
心
j
―
―
」
（
二
〇
一
四
年
六
月
二
一
日
）

大

平

聡

教
授

著
書
『
聖
徳
太
子
』

山
川
出
版
社

二
〇
一
四
年
四
月
二
五
日

論
文
「
地
域
史
資
料
g
V
e
m
学
校
資
料
」

『
災
害
・
復
興
g
資
料
』
三

二
〇
一
四
年
三
月
一
五
日

新
潟
大
学
災
害
・
復
興

科
学
研
究
所
危
機
管
理
・
災
害
復
興
分
野

三
五
～
四
七
頁

講
演
録
「
文
書
保
存
m
A
Œ
方
―
学
校
文
書
m
諸
問
題
」
『
³
ï
Ù
´
¡
Ü
録

東
日
本
大
震
災
m
検
証
g
来
‘
x
L
震
災
m
備
G

w
m
提
言
』
二
〇
一
四
年
三
月
二
七
日

C
•
e
高
等
教
育
¯
ï
¹
ú
³
›
Ü

大
学
等
j
I
P
‘
地
域
復
興
m
^
ƒ
m
·
ï

»
ú
的
機
能
整
備
事
業
³
ï
Ù
´
¡
Ü

七
〇
～
七
四
頁

講
演
等
「
吉
野
盟
約
m
意
味
―
持
統
簒
奪
王
権
w
m
疑
問
―
」
二
〇
一
四
年
三
月
一
日

公
開
研
究
会
「
論
争

持
統
“
簒
奪
”
王

権
論
」
主
催
者
宮
城
学
院
女
子
大
学
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所

会
場

宮
城
学
院
女
子
大
学

「
厩
戸
皇
子
立
太
子
m
構
想
―
聖
徳
太
子
m
実
像
˜
求
ƒ
e
―
」

二
〇
一
四
年
七
月
五
日

公
開
講
座
【
続
・
古
典
˜
読
‚

―
歴
史
g
文
学
―
】
「
C
}
明
J
T
’
‘
古
代


」

主
催
者
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（

）
）

「
日
本
目
録
学
m
基
盤
確
立
g
古
典
学
研
究
支
援
À
ú
ç
m
拡
充
」
研
究
Ó
é
´
6
ª
Ä

会
場

長
野
県
立
長
野
高
等
学
校

金
鵄
会
館
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
宝
形
塔
屋
講
義
室

「
鎮
守
府
胆
沢
城
J
‹
鳥
海
柵
w
―
在
庁
官
人
安
倍
氏
m
誕
生
―
」
二
〇
一
五
年
二
月
一
四
日

国
指
定
史
跡
鳥
海
柵
跡
³
ï

Ù
´
¡
Ü

金
>
崎
町
教
育
委
員
会

金
>
崎
町
中
央
生
涯
教
育
·
ï
»
ú



( A )

「
学
校
資
料
n
地
域
m
宝
」
二
〇
一
五
年
二
月
二
五
日

天
草
市
立
天
草
›
ú
¦
Ÿ
Ò
¶
講
演
会

会
場

天
草
市
文
化
交
流

館

調
査
等

登
米
市
（
登
米
市
教
育
委
員
会
登
米
市
歴
史
博
物
館
g
m
共
同
事
業
・
継
続
）

四
月
一
一
日

登
米
市
内
未
調
査
小
・
中
学
校
訪
問
%
調
査
打
合

四
月
一
八
日

登
米
市
立
宝
江
小
学
校
資
料
調
査

四
月
二
二
日

登
米
市
立
錦
織
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
一
回

五
月

二
日

登
米
市
立
錦
織
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
二
回

五
月

九
日

登
米
市
立
錦
織
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
三
回

八
月
一
九
日

登
米
市
立
横
山
小
学
校
第
二
次
資
料
調
査
第
一
回

八
月
二
〇
日

登
米
市
立
米
谷
小
学
校
第
二
次
資
料
調
査

八
月
二
五
日

登
米
市
立
横
山
小
学
校
第
二
次
資
料
調
査
第
二
回

気
仙
沼
市
（
気
仙
沼
教
育
委
員
会
g
m
共
同
事
業
・
第
二
次
）

五
月
一
六
日

気
仙
沼
市
立
大
谷
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業

五
月
二
三
日

気
仙
沼
市
立
小
原
木
小
学
校
資
料
調
査

六
月
一
七
日

気
仙
沼
市
立
小
泉
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
一
回

六
月
二
〇
日

気
仙
沼
市
立
大
谷
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
二
回



( B )

六
月
二
四
日

気
仙
沼
市
立
唐
桑
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業

六
月
二
七
日

気
仙
沼
市
立
水
梨
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業

七
月

八
日

気
仙
沼
市
立
小
泉
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
二
回

七
月
一
一
日

気
仙
沼
市
立
鹿
折
小
学
校
・
浦
島
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
一
回

七
月
一
五
日

気
仙
沼
市
立
鹿
折
小
学
校
・
浦
島
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
二
回

七
月
一
八
日

気
仙
沼
市
立
白
山
小
学
校
資
料
調
査
第
一
回

八
月

八
日

気
仙
沼
市
立
月
立
小
学
校
資
料
調
査
第
一
回

八
月
二
二
日

気
仙
沼
市
立
月
立
小
学
校
資
料
調
査
第
二
回

九
月
一
〇
日

気
仙
沼
市
立
中
井
小
学
校
資
料
調
査

九
月
一
一
日

気
仙
沼
市
立
新
城
小
学
校
資
料
調
査
第
一
回

一
一
月
二
一
日

気
仙
沼
市
立
新
城
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
二
回

一
一
月
二
八
日

気
仙
沼
市
立
白
山
小
学
校
資
料
調
査
第
二
回

一
二
月

五
日

気
仙
沼
市
立
新
城
小
学
校
資
料
調
査
第
三
回

一
二
月
一
二
日

気
仙
沼
市
立
大
島
小
学
校
日
誌
調
査

七
>
宿
町
（
七
>
宿
町
教
育
委
員
会
g
m
共
同
事
業
・
継
続
）

五
月
二
〇
日

七
>
宿
町
立
七
>
宿
小
学
校
調
査
第
一
回

五
月
三
〇
日

七
>
宿
町
立
七
>
宿
小
学
校
調
査
第
二
回



( C )

六
月

六
日

七
>
宿
町
立
七
>
宿
中
学
校
調
査
・
資
料
保
全
作
業
第
一
回

六
月
一
三
日

七
>
宿
町
立
七
>
宿
中
学
校
調
査
・
資
料
保
全
作
業
第
二
回

涌
谷
町
（
涌
谷
町
教
育
委
員
会
g
m
共
同
事
業
・
第
二
次
）

六
月
一
〇
日

旧
涌
谷
町
立
第
三
小
学
校
資
料
調
査

川
崎
町
（
川
崎
町
教
育
委
員
会
g
m
共
同
事
業
・
第
二
次
）

一
二
月
一
九
日

川
崎
町
立
旧
支
倉
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業
第
一
回

多
賀
城
市
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
J
‹
m
委
託
事
業
・
継
続
）

多
賀
城
市
立
山
王
小
学
校
・
多
賀
城
小
学
校
m
日
誌
調
査

展
覧
会

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸
員
課
程
・
人
間
文
化
学
科
共
催
「
学
校
日
誌
j
見
‘
昭
和
m
記
録
・
戦
争
m
記
憶
」展
m
立
案
・

実
施
指
導

一
〇
月
～
一
〇
月

宮
城
学
院
女
子
大
学
実
習
・
資
料
室
（

六
〇
九
教
室
）

社
会
的
活
動

岩
手
県
金
>
崎
町
鳥
海
柵
発
掘
調
査
指
導
委
員
会
副
委
員
長

二
〇
一
三
年
七
月
～

多
賀
城
市
文
化
財
保
護
委
員

二
〇
一
三
年
一
二
月
～

東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
委
員

二
〇
一
三
年
九
月
一
日
～
二
〇
一
四
年
一
二
月
三
一
日

新

免

貢
（
本
学
一
般
教
育
科
教
授
）

論
文
「
『
Ã
4
¼
¬
ú
』
一
章
三
節
～
二
章
一
節
˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
」
（
本
学
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
四
七
号
』
二
〇

一
五
年
三
月
一
日
%
一

五
十
一
頁
）



( D )

£
8
·
Ÿ
「
人
K
人
g
V
e
人
˜
助
P
‘
」
『
日
本
¨
æ
μ
Ä
教
社
会
福
祉
学
研
究
（
第
四
十
七
号
）
』
（
日
本
¨
æ
μ
Ä
教
社
会
福

祉
学
会
%
二
〇
一
五
年
%
六
八

七
二
頁
）

「
悩
ƒ
‘
A
i
^
j
送
‘
人
間
回
復
論
」
『
信
徒
m
友
』
（
十
一
月
号
%
日
本
¨
æ
μ
Ä
教
団
出
版
局
%
二
〇
一
四
年
%
十
二

五

頁
）

``E
ncouraging

T
roubled

Y
outh

to
R

ecover
their

H
um

anity,''
in

K
yodan

N
ew

s
L

etter
N

o.
381

(F
ebruary,

2015
),

T
he

U
nited

C
hurch

of
C

hrist
in

Japan,
p.

4.

研
究
発
表
「
『
Ã
4
¼
¬
ú
』
一
章
三
節
―
二
章
一
節
˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
」（
日
本
基
督
教
学
会
東
北
支
部
学
術
大
会
%
宮
城
学
院
女

子
大
学
%
二
〇
一
四
年
六
月
一
四
日
）

「

・

・
Ô
³
6
ç
j
I
P
‘
宗
教
間
対
話
m
構
想
」（
日
本
宗
教
学
会
第
七
十
三
回
学
術
大
会
%
同
志
社
大
学
%
二
〇
一
四

年
九
月
十
四
日
）

講
演

大
学
½
à
Ó
è
ï
会
基
調
講
演
「
新
約
聖
書
外
典
j
I
P
‘
女
性
¨
æ
μ
Ä
者
―
―
Ú
«
¼
å
m
Ú
æ
›
˜
中
心
j
―
―
」

（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
%
二
〇
一
四
年
七
月
十
八
日
）

å
Â
ï
・
›
Ý
æ
¦
¨
æ
μ
Ä
教
É
8
Ä
ë
ú
ª
主
催
聖
書
研
修
会
基
調
講
演
「
\
V
e
下
J
‹
順
番
K
変
•
‘
―
―
R
m
世

的
i
価
値
基
準
m
見
直
V
˜
迫
‘
福
音
―
―
」
「
Ó
æ
μ
¨
å
g
›
ª
å
」
「
§
å
Â
à
三
章
二
十
八
節
˜
読
‚
」
「
二
c
m
震

災
体
験
j
関
連
V
e
」
（
明
治
学
院
大
学
%
二
〇
一
四
年
九
月
一
五

十
六
日
）

北
日
本
「
核
g
基
地
」
問
題
É
8
Ä
ë
ú
ª
研
修
会
主
題
講
演
「
私
m
宣
教
論
序
説
―
―
h
R
j
向
J
E
m
J


何
˜
聴
N

m
J


何
˜
語
‘
m
J

」
（
日
本
¨
æ
μ
Ä
教
団
東
北
教
区
·
ï
»
ú
・
£
Ú
¥
%
二
〇
一
四
年
十
月
六
日
）



( E )

「
兵
庫
南
部
大
地
震
J
‹
二
十
年
」
·
Û
Æ
ú
講
演
「
倫
理
非
常
事
態
宣
言
」
（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
%
二
〇
一
五
年

一
月
十
六
日
）

実
地
調
査
・
Î
›
æ
ï
«

石
巻
復
興
状
況
j
関
X
‘
実
地
調
査
g
被
災
者
聞
L
取
Œ
調
査
（
石
巻
立
町
復
興
t
’
A
C
商
店
街
%
二
〇
一
四
年
六
月
一

二
一
三
日
）

A
X
g
長
町
仮
設
住
宅
j
I
P
‘
現
況
調
査
（
二
〇
一
四
年
六
月
一
七
日
%
二
〇
一
五
年
一
月
十
一
日
）

多
賀
城
・
松
島
m
戦
跡
地
調
査
%
女
川
原
発
現
地
調
査
（
二
〇
一
四
年
十
月
七
日
）

原
発
事
故
j
伴
E
放
射
能
汚
染
問
題
j
関
X
‘
資
料
収
集
（
日
本
¨
æ
μ
Ä
教
団
東
北
教
区
·
ï
»
ú
・
£
Ú
¥
%
二
〇
一
四

年
十
月
八
日
）

原
発
事
故
被
災
者
^
`
m
抗
議
行
動
j
関
X
‘
現
況
調
査
（
「
„
E
我
慢
n
V
i
C

立
`
上
K
‘

原
発
事
故
被
害
者
集

会
」
%
福
島
市
公
会
堂
%
二
〇
一
四
年
十
一
月
十
六
日
）

兵
庫
南
部
大
地
震
後
m
阪
神
間
諸
地
域
m
復
興
状
況
j
関
X
‘
聞
L
取
Œ
調
査
（
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
·
ï
»
ú
前
%
神
戸
市

役
所
前
%
神
戸
市
東
遊
園
地
公
園
%
二
〇
一
五
年
一
月
十
七
日
）

法
g
心
理
学
者
j
Š
‘
実
務
家
研
修
「
大
学
¦
ç
Ä
対
策
―
―
è
´
æ
›
ï
μ
g
Ý
ï
»
ç
Ô
ç
μ
」
（
文
部
科
学
省
科
学
研

究
費
補
助
金
・
新
学
術
領
域
研
究
「
法
g
人
間
科
学
」
主
催
）
j
I
P
‘
¦
ç
Ä
団
体
関
係
資
料
収
集
（
一
般
財
団
法
人
主
婦

会
館
Ó
å
²
£
Ñ
%
二
〇
一
五
年
一
月
二
四
日
）

日
本
脱
¦
ç
Ä
協
会
第
二
八
回
大
会
（
春
季
）「
『
無
知
脆
弱
性
不
法
利
用
罪
』
K
意
味
X
‘
„
m
～
脱
会
者
m
体
験
・
子
供
m



( F )

体
験
g
法
律
家
m
観
点
J
‹
～
」
j
I
P
‘
¦
ç
Ä
被
害
者
関
係
資
料
収
集
（
東
京
天
理
教
教
務
支
庁
%
二
〇
一
五
年
三
月
一

三
日
～
十
四
日
）

「
地
下
鉄
±
æ
ï
事
件
J
‹
二
十
年
m
集
C
～
¥
¡
Ü
真
理
教
j
Š
‘
惨
劇
˜
N
Œ
返
T
i
C
^
ƒ
j
」
j
I
P
‘
被
害
者
及

r
関
係
者
j
関
X
‘
資
料
収
集
（
日
本
Ó
è
μ
·
ï
»
ú
×
ú
ç
%
二
〇
一
五
年
三
月
一
四
日
）

杉

井

信

准
教
授

口
頭
発
表
「
米
軍
統
治
下
沖
縄
J
‹
Ñ
4
æ
Ð
ï
j
渡
.
^
女
性
^
`
―
―
彼
女
‹
m
Ñ
4
æ
Ð
ï
定
着
j
c
C
e
m
一
考
察
―
―
」

二
〇
一
四
年
六
月
二
八
日
%
第
一
九
回
Ñ
4
æ
Ð
ï
研
究
会
全
国
Ñ
7
ú
å
Ü
%
広
島
大
学
国
際
協
力
研
究
科
&

海
外
調
査

Ñ
4
æ
Ð
ï
%
Ì
©
¥
市
I
Š
r
Ú
Ç
å
首
都
圏
%
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
〇
～

一
九
日
%
海
外
実
習
準
備
g
V
e
m
予
備
調
査
等
&

田

中

一

裕

教
授

著
書
『
昆
虫
m
時
計
―
分
子
J
‹
野
外
}
f
―
』
（
北
隆
館
%
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

論
文
「E

Š
ects

ofbackground
lightconditions

on
therm

operiodic
eclosion

rhythm
ofonion

‰y,D
elia

antiqua

」
（E

n-

tom
ologialScience,

W
iley

（
二
〇
一
四
年
四
月
）

講
演
「
家
m
周
Œ
˜
観
察
V
Š
E
」
C
L
C
L
学
園
石
巻
校
%
東
松
島
市
¯
Û
:
Ç
Â
4
ú
·
ï
»
ú
（
一
一
月
五
日
）

講
演
「
»
Ú
É
©
Ì
£
m
羽
化
æ
¶
Ü
―
土
m
中
f
朝
˜
知
‘
m
n
意
外
g
難
V
C
―
」
生
物
æ
¶
Ü
若
手
研
究
者
m
集
C
%
京
都

大
学
理
学
部
·
Û
Æ
ú
Ë
¡
μ
（
一
二
月
一
四
日
）

学
会
報
告
「
¡
Á
¨
¯
Þ
æ
«
Þ
m
日
周
期
活
動
」
日
本
応
用
動
物
昆
虫
学
会
%
高
知
大
学
（
三
月
二
七
日
）



( G )

学
会
報
告
「
温
度
較
差
K
¨
Ÿ
é
³
;
¡
´
;
¡
Ì
£
m
羽
化
時
刻
j
及
{
X
影
響
」
日
本
昆
虫
学
会
東
北
支
部
会
%
白
神
自
然
観

察
園
（
七
月
二
六
日
）

学
会
報
告
「
¡
Á
¨
¯
Þ
æ
«
Þ
越
冬
幼
生
j
I
P
‘
«
æ
·
é
ú
ç
m
蓄
積
」
日
本
蜘
蛛
学
会
%
名
古
屋
市
立
大
学
（
八
月
二
四

日
）

学
会
報
告
「
地
上
f
蛹
化
X
‘
¨
Ÿ
é
³
;
¡
´
;
¡
Ì
£
„
温
度
較
差
˜
用
C
e
羽
化
時
刻
˜
補
正
X
‘
J

」
日
本
昆
虫
学
会
%

広
島
大
学
（
九
月
一
六
日
）

八

木

祐

子

教
授

論
文
「
Þ
ç
©
ú
T
™
n
女
神
j
i
‘
m
J
ú
北
Ÿ
ï
Å
農
村
j
I
P
‘
『
³
ï
«
ç
』
g
女
神
信
仰
」（
『
³
ï
«
ç
m
c
i
O
縁
』
%

人
文
書
院
%
六
一
～
七
八
頁
%
二
〇
一
四
年
三
月
）

辞
典
項
目
「
女
性
・
女
性
性
」
（


家
族
・
´
6
ï
¼
ú
%
『
世
界
民
族
百
科
事
典
』
%
丸
善
出
版
%
六
七
〇
～
六
七
一
頁
%
二
〇

一
四
年
七
月
）

研
究
発
表
「
北
Ÿ
ï
Å
%
›
²
Ü
§
ç
地
域
j
I
P
‘
婚
姻
儀
礼
―
女
性
m
儀
礼
˜
中
心
j
」
（
Ì
ª
Â
4
研
究
会
%
東
京
外
国
語

大
学
本
郷
±
Â
å
Ÿ
Ä
%
二
〇
一
五
年
一
月
十
日
）

研
究
報
告
「`̀D

om
estic

G
oddesses''

j
関
X
‘
文
献
紹
介
」（
文
部
科
学
省
基
盤
研
究
（

）「
生
活
世
界
m
変
容
g
´
6
ï
¼
ú
」

研
究
会
%
東
京
外
国
語
大
学
本
郷
±
Â
å
Ÿ
Ä
%
二
〇
一
四
年
七
月
五
日
）

海
外
調
査

北
Ÿ
ï
Å
%
¡
8
»
ç
・
Ó
å
Ã
ú
³
:
州
›
²
Ü
§
ç
地
区
%
二
〇
一
四
年
二
月
十
七
日
～
二
〇
一
四
年
三
月
一

日
%「
Ÿ
ï
Å
高
齢
女
性
m
å
Ÿ
Ñ
・
Î
μ
Ä
æ
ú
」
j
関
X
‘
調
査



( H )

北
Ÿ
ï
Å
%
¡
8
»
ç
・
Ó
å
Ã
ú
³
:
州
›
²
Ü
§
ç
地
区

二
〇
一
四
年
八
月
二
十
七
日
～
二
〇
一
四
年
九
月
二
二
日
「
北
Ÿ

ï
Å
j
I
P
‘
¯
Û
:
Ç
Â
4
m
変
化
m
諸
相
―
´
6
ï
¼
ú
g
儀
礼
m
関
•
Œ
J
‹
ú
」
j
関
X
‘
調
査

吉

村

典

子

教
授

論
文

吉
村
典
子
「
Õ
Ÿ
æ
ú
・
μ
¯
8
Ä
m
住
宅
j
~
‘
私
的
住
}
C
m
成
立
過
程
」

（
『
Ã
²
Ÿ
ï
学
研
究
』
%
Ã
²
Ÿ
ï
学

会
誌
%
三
月
号
六
〇
巻
六
号
%
二
〇
一
四
年
）

翻
訳

¡
4
æ
›
Ü
・
Þ
æ
μ
%
Õ
ç
Ñ
7
ú
Ä
・
Ì
8
ª
μ
『
社
会
主
義

―
\
m
成
長
g
帰
結
―
』
（
大
内
秀
明
監
修
%
川
端

康
雄
監
訳
%
晶
文
社
%
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

編
集
『
Ã
²
Ÿ
ï
理
論
』

六
十
四
号

意
匠
学
会

二
〇
一
四
年
八
月

学
会
口
頭
発
表

吉
村
典
子
「
Ÿ
©
æ
μ
m
『
Þ
¼
ï
・
×
ú
Ü
』
g
V
e
m
『
¯
Â
ú
´
』
」
（
意
匠
学
会
全
国
大
会
%
I
茶
m
水

女
子
大
学
%
二
〇
一
四
年
七
月
）

³
ï
Ù
´
¡
Ü

吉
村
典
子
「
›
ú
À
・
›
ï
Å
・
ª
å
Ñ
À
運
動
g
民
藝
運
動
j
I
P
‘
建
築
」
（
大
阪
大
学
＋
科
研
基
盤
研
究
³
ï
Ù
´
¡

Ü
%
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

吉
村
典
子
「
¡
4
æ
›
Ü
・
Þ
æ
μ
m
『
芸
術
』
g
『
労
働
』
」（
仙
台
・
羅
須
地
人
協
会
%
仙
台
文
学
館
%
二
〇
一
五
年
二
月
）


